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JBN による助成活動募集のご案内 

 

 日本クマネットワークでは、「クマ基金」および「オンライン寄付サイト・ギブワン」を

活用して、会員が主導する諸活動の助成をおこなっています。2024 年度助成活動を以下の

要領で募集しますので、希望される方は申請書に必要事項を記入してご応募ください。 

 

対象とする活動 

１）「JBN クマ基金助成事業」：日本国内の各地域で行なわれるツキノワグマおよびヒグマ

に関わる調査研究、教育・普及啓発活動ならびに保全・保護管理のための事業を広く対

象としています。 

２）「オンライン寄付サイト・ギブワンによる助成事業」：インターネットを通じて寄付を提

案している｢クマと人とが共存するために：トラブル防止プロジェクト｣の趣旨に沿っ

た活動（＝特にクマの被害対策のための機材を活用する事業や、地域住民と一緒にクマ

対策を考え、その地域が自分たちの手でクマ対策を講じていけるように働きかける事

業）を対象としています。ギブワンのプロジェクト情報については以下のサイトをご確

認ください。 

https://giveone.net/supporter/project_display.html?project_id=10146 

営利活動や業務としての使用、政治活動を目的とする事業は該当しません。 

 

応募資格 

申請者と事業代表者は JBN 会員に限ります。ただし、申請者と事業代表者は当該年度ま

での会費を全て支払っている JBN会員に限られます。 

 

助成額 

「JBN クマ基金助成事業」では 10 万円／件、「ギブワンによる助成事業」では 20 万円

／件を上限とします。 

 

使用できる経費 

 事業を進める上で必要な備品、消耗品、旅費、謝金などに使用できます。原則として、人

件費や一般管理費には使用できません。また、他予算との併用を認めます。ただし、JBN 事

業として位置づけ可能なことが条件です（共同・共催は可）。報告書の提出と併せて会計報

告（費目別使途内訳およびその領収書）をしていただきます。費目間の流用は 20%程度認

めます。それ以外の場合には理由書を提出していただきます。 

 

採択数 

年間数件とします。（ギブワンを使用した助成事業については、寄付金が 10 万円集まる

ごとに１事業に助成されます。） 

 



採否の決定および事業の実施 

以下の手順に沿って審査および助成金の交付が行われます． 

１）ホームページ、メーリングリスト等で告知される期間内（2024 年度は 2024 年 3 月 8

日～３月 26 日）に、希望者は申請書を電子ファイルで事務局に提出。 

  事務局は申請書を受け取ったら、受け取ったことを申請者にメールにて通知する。（提

出後 1 週間以内に通知が届かない場合は、事務局へ確認をお願いします。） 

２）申請書類をもとにクマ基金委員会および代表・副代表で採否と助成額を決定。 

３）申請書を受理してから概ね 2 週間以内に採否を通知。 

４）助成事業の開始時期にあわせて助成金を仮払金として指定口座に振込。 

５）原則として事業開始時期から同年度の 3 月末までの期間内に事業を実施する。年度を

またぐ場合には事前に事務局と打ち合わせる。ただし、新しい年度になって 2 ヶ月を

超えることはできない。 

 

成果報告および注意事項 

以下の注意事項を参照の上、事業終了後、速やかに報告書と会計報告を提出してください。 

１）原則として翌 4 月末までに報告書（別紙）と会計報告（全てについて領収書をつける）

の写しを電子ファイルで事務局に提出。 

２）提出後、クマ基金委員会で報告書と会計報告をもとに助成額の最終承認が行われます。

報告に不備がみられた場合には助成額の削減または取り消しとし、返金を求める場合

があります。 

３）本事業による成果を JBN ニュースレターおよびホームページなどにて公開していただ

きます。その際、写真数点と事業概要の提出を求めることがあります。 

４）ギブワンによる助成事業を受けた方は、ギブワンのホームページで成果のダイジェスト

を公開していただきます。 

５）本事業について成果発表する時には JBN クマ基金の支援または JBN を通してギブワ

ンの助成を受けた旨を記載して下さい。 

 

申請／報告先 

〒060-0818 札幌市北区北 18 条西 9 丁目 

 北海道大学大学院獣医学研究院 

環境獣医科学講座野生動物学教室内 

 日本クマネットワーク事務局 事務局長 下鶴倫人 

 E-mail：info@japanbear.org 


